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作業負担の軽減と効率化を実現。
きめ細やかな情報配信をも可能に。

　平成23年度、Magic uniPaaS®で構築し
た「青果物精算管理システム」を導入した
JAてんどうの結城齊代表理事組合長にお話
を伺う。
　「これまでは、昭和50年代後半から使用
してきたシステムを使ってきました。生産
者の皆さんが出荷する生産物を持ち込むた
び、出荷伝票に名前や番号などを記入して
いただいていました。
その手書き伝票を職員が回収して入力、と
いう手順をとっていたわけですが、これが
毎回となると生産者の皆さんにも、またそ
の全てを入力する職員にとっても大変な負
担になっていました。まして繁忙期ともな
ると、持ち込まれる生産物は膨大です。入
力ミスも少なくありませんでした。
また、月2回ほど精算書を発行して職員が
送付していたのですが、なかなかタイムリー
にお届けすることができていませんでした。
ですから入力ミスによる精算金額の間違い
などへの照合作業・対応にも時間を要し、
システムの改善が求められていました。」

　構想から新システムの導入まで、約一年
半。「青果物精算管理システム」の導入によ
り、作業負担の軽減と効率化が実現された。
　「まず各生産者の皆さんには、「ふれあい
カード」というICカードを発行しました。こ
のカードには、各生産者の情報が入力され
ており、過去の出荷履歴などもわかるよう
になっています。
出荷の際は、生産者が各支所に設置され
ている端末で、ふれあいカードを使って出
荷伝票を印刷します。全てタッチパネルで
の操作ですので、生産者の皆さんも慣れて
しまえば操作は難しくありません。
その後は職員がモバイル端末で、搬入され
た伝票のバーコードを読み取り荷受処理、
格付け後データの再入力をします。その結
果はタイムリーに各選果場の端末や生産者
の皆さんに配信されています。また精算処
理に関しても、各支所の端末でふれあい
カードで個人認証を行えば、生産者ご自身
での印刷が可能となりました。
　また大変好評だったのが、携帯電話への
情報配信です。携帯のメールアドレスを事
前登録して頂いた生産者には、その日の出
荷青果物の格付け結果が日締め後に配信

昭和50年代後半から使用されていたシステムであったため、手
書きで伝票を作成していた。組合員（生産者）、職員の負担も大
きいうえ記入間違いなども少なくなく、以前から改善の必要性を
感じていた。

図　JAてんどう青果物精算システム　業務の流れ

されます。生産者にとって自分が出荷した
青果物の格付け結果は知りたい情報であ
り、タイムリーにその情報が届くことは安心
感をもたらし、大変有益な結果につながっ
ていると思います。
　今回、「青果物精算管理システム」の導
入により1拠点1名～ 1.5名の工数削減、
市場に出荷するまでの時間の短縮などにも
つながりました。」

新しい発想にも柔軟に迅速に対応
が可能なMagic uniPaaS®

　「Magicを使ってシステム構築をするメ
リットは、開発のしやすさです。開発スピー
ドの速さも魅力のひとつではないでしょう
か。
　導入後、現場の職員によるテストや運用
をしていくにつれ、『こういったことはでき
ないのか。こうしたらどうか』と新しい発想
の提案や、業務の更なる効率化のため改
善が発生してきました。
こうした改善要望に一つ一つ丁寧に対応で
きているのも、Magic uniPaaS®のメンテナ
ンス性の高さによるものです。」
また、タッチパネルの処理はリッチクライ
アント、ハンディターミナルの処理はC/S 
＋ リモートデスクトップ、基幹系の処理は
C/Sと、複数のアプリケーション形態がひと
つのシステム内で共存・連携しています。
しかも、リッチクライアントで構築したタッ
チパネルでは、ICカード・指紋認証などの
外部ハードウェアともうまく連動ができてい
ます。
Magic uniPaaS®のマルチデバイス対応なら
ではの技です。

「青果物精算管理システム」は、JAてんどう

様と宮城県仙台市のテクノウイング株式会
社様とで共同開発されました。「開発環境
は、JAてんどう様のサーバにアプリケーショ
ンを置き、テクノウイングとはNTTのフレッ
ツ・グループアクセスを利用したプライベー
トネットワークで接続し、マイクロソフト社
のVSS（Visual SourceSafe）を使用して共同
開発しました。レスポンス的にも全く問題
なく、それまではメールでやりとりしていま
したがこれで開発効率がだいぶ向上しまし
た。 （テクノウイング株式会社　ソリューショ
ン事業部　取締役　部長　富永竜一様）

 米穀や畜産にも対応予定

　現在新システムは、青果物（野菜、果物、
花）への対応であるが、「これからも生産性
の高いMagicの良さを活かし、現在の「青
果物精算管理システム」をさらに効率良く、
職員と生産者の双方にメリットをもたらすシ
ステムへと発展させるとともに、今後は米
穀や畜産にも導入していきたい。」との展望
を語ってくださったJAてんどうの結城代表
理事組合長。これからの展開も大変楽しみ
なシステムだ。

●本社 山形県天童市老野森2-1-1
●設立 1963年8月1日
●事業内容   
・組合員から信頼されるＪＡを目指し、健全かつ
安定した運営に努めます。

・恵まれた大地の中で育てられた、より安全で、
よりおいしい農産物を消費者にお届けします。

・時代を先取りする高水準技術を備えた、創造力
のある農業づくりに努めます。

結城齊 氏
代表理事組合長

JAてんどう

「青果物精算管理システム」をMagic uniPaaS®で一元構築
タッチパネルの処理はリッチクライアント
ハンディターミナルの処理はC/S ＋ リモートデスクトップ
基幹系の処理はC/S

入力ミスがなくなり、また組合員、職員の負担軽減にもつながっ
た。さらに出荷履歴や格付け結果、精算処理まできめ細やかな
情報配信が可能となったことも、組合員の方のメリットにつなが
っている。
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●JAてんどうの概要
　正組合員数 ：4,141人 
　准組合員数 ：2,359人 
　職員数：187人 
　販売品取扱高 ：46億9千万 
　購買品取扱高 ：22億2千万 
　貯金残高 ：539億4千万 
　長期共済保有高： 1,972億1千万 
　主な農産物： 
　さくらんぼ、りんご、ラフランス（洋なし） 
　もも、米など 

(平成23年2月28日現在)

マジックソフトウェア･ジャパン株式会社

東京都渋谷区代々木3-25-3  あいおいニッセイ同和損保 新宿ビル14階
TEL.03-5365-1600　　FAX.03-5365-1630

営業所：札幌　仙台　信越　名古屋　大阪　岡山　広島　福岡 

〒151-0053　
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